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内容：

円分関数体とは、Hayesにより1970年代に導入された大域関数
体で、古典的な円分体と非常によく似た性質を持ちます。円分関

数体は、有理関数体のアーベル体を調べる上で重要な対象です
が、未知の部分が多くあります。本研究室では、円分関数体の代
数構造を調べるために、そのゼータ関数やヤコビ多様体につい

て研究しています。次が主な研究内容です。

1. 円分関数体のゼータ関数に対して、明示的な行列式表示を構
築すること。
2. 円分関数体のヤコビ多様体の群のランクや有理点の位数の大

きさを評価し、整数環に応用すること。

アピールポイント：
有限体上の関数体の研究は、暗号理論や符号理論などに応用

がされています。

下記は円分関数体のゼータ関数です。ゼータ関数は
円分関数体の代数構造に関する様々な情報が含まれ
ています。

本研究室で発見した円分関数体のゼータ関数を表
現する行列。
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